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《病院理念》 《基本方針》
1.  地域に根ざした病院として、安心できる医療提供に努めます
1. インフォームドコンセントを徹底し、患者様の選択を尊重した医療をめざします
1. 患者様のプライバシーを尊重いたします
1. 知識と技術の向上に努め最善の医療をいたします
1. 優しさ思いやりを大切に心のこもった公平な医療をいたします
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現
在
、日
本
に
お
い
て
医
療
崩
壊
が
進
行
し
て
い
ま
す
。特
に
医
師

不
足
、看
護
師
不
足
な
ど
顕
著
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
な
が

ら
今
後
の
病
気
の
増
加
が
急
速
に
進
む
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
高
齢
化
」で
す
。人
口
の
多
く
を
占
め
て
い
た

団
塊
の
世
代
が
高
齢
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、発
病
率
が
増
加
し
て
い

ま
す
。ま
た
単
な
る
高
齢
化
で
な
く
、「
少
子
高
齢
化
」で
、治
療
・

看
護
を
必
要
と
す
る
人
数
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、治
療
・
看
護

を
担
う
人
々
が
減
少
す
る
と
い
う
こ
と
が
今
後
20
〜
30
年
で
進
行

し
て
い
く
と
い
う
推
計
が
出
て
い
ま
す
。

　

十
全
総
合
病
院
で
は
治
療
・
看
護
を
担
う
責
任
を
痛
切
に
感
じ

な
が
ら
、今
後
の
病
院
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。「
高
齢
化
」

に
よ
っ
て
増
加
す
る
病
気
は
、脳
、心
臓
な
ど
の
血
管
性
病
変
と「
が

ん
」で
す
。特
に
が
ん
は
今
後
倍
増
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
１
月
１
日
付
け
で
当
院
は「
愛
媛
県
が
ん
診
療
連
携

推
進
病
院
」に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。愛
媛
県
に
は
７
つ
の「
愛
媛
県

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」が
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
に
次
ぐ
病
院

群
と
し
て
５
つ
の「
愛
媛
県
が
ん
診
療
連
携
推
進
病
院
」が
指
定
を

受
け
て
い
ま
す
。１2
病
院
と
診
療
所
が
お
互
い
に
連
携
を
取
り
合
っ

て
、愛
媛
県
の
が
ん
患
者
さ
ま
に
よ
り
良
い
治
療
を
受
け
ら
れ
、よ

り
良
い
看
護
を
享
受
さ
れ
る
た
め
に
、当
院
が
そ
の一
翼
を
担
う
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。実
際
の
が
ん
対
策
と
し
て
は

『
予
防
』、『
早
期
発
見
』、『
治
療
』、『
緩
和
』が
あ
り
ま
す
。

　
『
予
防
』：
普
段
の
生
活
習
慣
が
大
切
で
す
。当
院
で
は
糖
尿
病

教
室
を
は
じ
め
、栄
養
士
に
よ
る
栄
養
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま
た「
喫
煙
」、「
飲
酒
」な
ど
発
が
ん
の
危
険
性
の
あ
る
も
の
を

排
除
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。当
院
で
は
、平
成
21
年
４
月
１
日
よ

り「
敷
地
内
禁
煙
」を
行
っ
て
い
ま
す
。あ
な
た
自
身
の
み
で
な
く
、

あ
な
た
の
そ
ば
に
い
る
、あ
な
た
の
愛
す
る
人
が
が
ん
に
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
に
も「
禁
煙
」を
お
願
い
し
ま
す
。「
禁
煙
外
来
」

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
是
非
と
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
『
早
期
発
見
』：
当
院
で
は
人
間
ド
ッ
ク
、健
診
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。内
視
鏡
、C
T
検
査
な
ど
に
つ
い
て
も
、で
き
る
だ
け
楽
に
、

ま
た
精
密
な
検
査
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
『
治
療
』：
手
術
、化
学
療
法
、放
射
線
療
法
が
３
本
柱
で
す
。

当
院
で
は
平
成
24
年
4
月
1
日
よ
り「
外
来
化
学
療
法
室
」を
作
っ

て
、外
来
治
療
を
始
め
ま
し
た
。手
術
の
点
で
は
、内
視
鏡
的
治
療
に

つ
い
て
外
科
を
は
じ
め
各
科
が
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。残

念
な
が
ら
、当
院
で
は
放
射
線
治
療
は
で
き
ま
せ
ん
が
、他
病
院
と

連
携
し
て
行
い
ま
す
。

　
『
緩
和
』：
麻
酔
科
医
を
中
心
と
し
た「
緩
和
医
療
チ
ー
ム
」を
結

成
し
ま
し
た
。例
え
が
ん
に
な
っ
た
と
し
て
も
患
者
さ
ま
、お
よ
び

家
族
の
皆
さ
ま
が
笑
顔
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
当
院
職
員
全
員
で

支
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。「
心
の
通
じ
合
っ
た
医
療
」を
目
指
し
ま

す
。今
後
、「
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
」の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、「
緩
和

ケ
ア
病
棟
」な
ど
の
造
設
を
視
野
に
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

病
院
間
で
、ま
た
病
院
と
診
療
所
間
で
連
携
を
取
り
合
う
と
と

も
に
、患
者
さ
ま
、ご
家
族
の
皆
さ
ま
、医
療
従
事
者
、さ
ら
に
地
域

の
皆
さ
ま
が
全
員
仲
間
と
な
っ
て
が
ん
診
療
が
で
き
る
こ
と
を
切
に

望
み
ま
す
。

院
長　

 

古
林 

太
加
志
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◎診察日【内科】※予約制
月・火・木曜日　午前8時45分～12時（一般診察）

金曜日　午後2時～5時（一般診察）
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介護療養病床

高度急性期

一般急性期

亜急性期等

長期療養

介護施設

居住系サービス

在宅サービス

療養病床
（23万床）

一般病床
（107万床）

【 】

（高度急性期）

（一般急性期）

（亜急性期等）

介護療養病床

介護施設
（92万人分）

居住系サービス
（31万人分）

在宅サービス

地域包括ケアに向けた取組

○介護療養廃止６年
　（2017(H29)年度末まで）猶予
○24時間巡回型サービス
○介護職員による喀痰吸引  など

医療機能分化の推進

○急性期強化、リハ機能等の確保・
　 強化など機能分化・強化
○在宅医療の計画的整備
○医師確保策の強化　　など

医療・介護の連携強化

○入院～在宅に亘る連携強化
○慢性期対応の医療・介護
　 サービスの確保
○在宅医療・訪問看護の充実  など

一般病床

長期療養
(医療療養等)

介護施設

居住系サービス

在宅サービス

将来像に向けての医療・介護機能強化の方向性イメージ

○病院・病床機能の役割分担を通じてより効果的・効率的な提供体制を構築するため、「高度急性期」、「一般急性期」、「亜急性期」な

　　ど、ニーズに合わせた機能分化・集約化と連携強化を図る。併せて、地域の実情に応じて幅広い医療を担う機能も含めて、新たな

　　体制を段階的に構築する。医療機能の分化・強化と効率化の推進によって、高齢化に伴い増大するニーズに対応しつつ、概ね現行

　　の病床数レベルの下でより高機能の体制構築を目指す。

○医療ニーズの状態像により、医療・介護サービスの適切な機能分担をするとともに、居住系、在宅サービスを充実する。

医療・介護の提供体制の将来像の例

○日常生活圏域内において、医療、介護、予防、住まいが切れ目なく、継続的かつ一体的に提供される「地域包括ケアシステム」の確立を図る。

○小・中学校区レベル（人口１万人程度の圏域）において日常的な医療・介護サービスが提供され、人口20～30万人レベルで地域の基幹

　 病院機能、都道府県レベルで救命救急・がんなどの高度医療への体制を整備。

2011(H23)年 【 】2015(H27)年 【 】2025(H37)年

医療・介護の基盤整備・再編のための集中的・計画的な投資

医療提供体制改革の課題

報酬同時改定（2012）の課題

○
居
住
系
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
拡
充
　
な
ど

○
機
能
分
化
の
徹
底
と
連
携
の
さ
ら
な
る
強
化

地
域
に
密
着
し
た
病
床
で
の
対
応

介護保険法改正法案

～機能分化し重層的に住民を支える医療・介護サービスのネットワーク構築～

※体制整備は被災地のコミュニティ復興において先駆的に実施することも検討都道府県域から市町村域まで、重層的に医療サービスを提供 ＆

主治医（総合医を含む）
による日常の診療対応

医療提供体制の効率化・重点化と機能強化 地域包括ケアの実現（包括的ケアマネジメントの機能強化）

市町村レベル： 日常生活の継続支援に必要な
医療・介護サービス提供体制

小・中学校区レベル（※）：

救急病院など地域の基幹病院を中心とする
医療機関のネットワーク

救命救急、高度な医療など
広域ニーズへの対応体制整備

連携

介護人材（ヘルパー等）

ケア付き高齢者住宅ケア付き高齢者住宅

30分以内に訪問

自らの住まいで
終末期まで生活

（医療・介護の連携）

地域密着型
特養

24時間
地域巡回型

訪問サービス

生活・介護支援サポーター

がん治療や高度先進医療

ドクターヘリなど広域救急

※人口１万人程度の圏域。
厚生労働省HP参照厚生労働省HP参照

医療人材

在宅療養支援診療所、
薬局等
在宅療養支援診療所、
薬局等

認知症等
専門医療へ
円滑な紹介

専門医療に
円滑に紹介

緊急時も確実
に入院可能

地域で安心して
暮らし続けられる

よう整備

早期の地域復帰・
家庭復帰

休日・深夜
でも安心

救急患者の
確実な受入れ

小規模多機能
グループホーム

訪問看護

認知症サポーター ＮＰＯ、住民参加等

診療所の機能強化
外来・往診、在宅支援

地域の多様な
ニーズに対応

機能分化・連携強化、効率化・重点化

医師数増などの
強化・重点化

リハ機能の強化
速やかな在宅復帰

特養、老健施設等

人口20～30万レベル：
地域に密着した病院

高度な医療を提供する病院

救急病院・
専門病院

リハビリ等を
担う病院

在院日数減

都道府県レベル：

地
域
連
携
の
強
化

在宅医療連携拠点機能

ケアマネジャー

包括的
マネジメント
機能

地域包括支援センター

新しい公共（パートナーシップ）＝地域の支え合い

複合型サービス

　

い
よ
い
よ
今
年
の
４
月
１
日
よ
り
平
成
24
年
の
診
療
報
酬
改
定
が

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

　

改
定
率
は
0
・
0
0
4
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、長
期
収
載
薬
の

引
き
下
げ
も
あ
り
実
質
マ
イ
ナ
ス
改
定
で
は
と
、病
院
関
係
者
の

間
で
は
評
価
さ
れ
て
お
り
、受
診
者
の
方
々
に
は
さ
ほ
ど
影
響
は

な
い
の
で
は
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、本
改
定
の
基
本
方
針
の
一つ
め
と
し
て
、将
来
を
見
据
え
た

課
題
が
あ
り
ま
す
。下
記
図
で
示
さ
れ
て
い
ま
す「
将
来
像
に
向
け
て

の
医
療
・
介
護
機
能
強
化
の
方
向
性
の
イ
メ
ー
ジ
」に
沿
っ
て
今
後
、

平
成
37
年
ま
で
一
貫
性
を
持
っ
た
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
が

診
療
報
酬
の
操
作
に
よ
っ
て
誘
導
さ
れ
る
の
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
内
容
と
し
て
、病
院
・
病
床
機
能
の
役
割
分
担
を
通
じ
て

よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な
提
供
体
制
を
構
築
す
る
た
め「
高
度
急

性
期
」「
一
般
急
性
期
」「
亜
急
性
期
」な
ど
、ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
機

能
分
化
・
集
約
化
と
連
携
強
化
を
図
り
併
せ
て
、地
域
の
実
情
に

応
じ
て
幅
広
い
医
療
を
担
う
機
能
も
含
め
て
新
た
な
体
制
を
段
階

的
に
構
築
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
行
は「
一
般
病
床
」と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
1
0
7
万
床
を

平
成
37
年
に
は「
高
度
急
性
期
」18
万
床「
一
般
急
性
期
」35
万
床
、

「
亜
急
性
期
等
」26
万
床
、「
地
域
一
般
病
床
」24
万
床
に
再
編
す
る

案
が
出
さ
れ
、「
一
般
病
床
」と
は
別
に
地
域
に
お
け
る
多
様
な
医
療

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
病
床
と
し
て「
地
域
一
般
病
床
」を
創
設
し

よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
一
般
病
床
の
機
能
と
役
割
は
地
域
基
幹
病
院
並
み
の
施
設

機
能
は
持
た
な
い
が
、地
域
内
に
お
け
る
患
者
さ
ま
の
急
性
憎
悪
へ

の
対
応
と
基
幹
病
院
へ
の
転
送
等
、地
域
内
に
お
け
る
医
療
連
携
の

中
間
的
役
割
を
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。以
上
の
よ
う
な
改
革
を

平
成
37
年
ま
で
達
成
す
る
た
め
の
第
一
段
階
と
し
て
平
成
24
年
の

診
療
報
酬
改
定
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。二
つ
め
は
2
つ
の
重

点
課
題
と
4
つ
の
視
点
で
あ
り
ま
す
。

　

2
つ
の
重
点
課
題
と
は
、病
院
勤
務
医
な
ど
負
担
の
大
き
な
医
療

従
事
者
の
負
担
軽
減
と
医
療
と
介
護
の
役
割
分
担
の
明
確
化
と

地
域
に
お
け
る
連
携
体
制
の
強
化
の
推
進
お
よ
び
地
域
生
活
を
支

え
る
在
宅
医
療
な
ど
の
充
実
の
2
つ
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。負
担
軽
減

の
対
象
は
前
回
改
定
の
基
本
方
針
で
は「
病
院
勤
務
医
」で
し
た
が
、

今
回
は「
負
担
の
大
き
な
医
療
従
事
者
」に
拡
大
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、医
療
と
介
護
の
役
割
分
担
や
連
携
の
強
化
が
重
点
課
題

と
し
て
挙
が
り
ま
し
た
。介
護
報
酬
と
の
同
時
改
定
と
な
る
平
成

24
年
の
改
定
で
は
、医
療
と
介
護
の
役
割
分
担
は
非
常
に
重
要
な

テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す
。そ
の
目
標
は
、急
性
期
、慢
性
期
、リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
、在
宅
医
療
ま
で
を
一
連
の
流
れ
と
し
て
提
供
す
る
体
制

の
構
築
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
４
つ
の
視
点
と
は
、

一
、充
実
が
求
め
ら
れ
る
分
野
を
適
切
に
評
価
し
て
い
く
こ
と

一
、患
者
さ
ま
か
ら
見
て
分
か
り
や
す
く
納
得
で
き
、安
心
・
安
全
で

　

生
活
の
質
に
も
配
慮
し
た
医
療
の
実
現

一
、医
療
機
能
の
分
化
と
連
携
な
ど
を
通
じ
た
質
が
高
く
効
率
的
な

　

医
療
の
実
現

一
、効
率
化
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
領
域
の
適
正
化

を
位
置
づ
け
ま
し
た
。

　

以
上
、本
改
定
の
基
本
方
針
を
簡
単
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
が
、

医
事
課
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
医
療
が
少
し
で
も
で
き
る
よ
う
に
事
務

サ
イ
ド
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
１
２
年

診
療
報
酬
改
定
に
お
け
る
基
本
方
針

医
事
課
　
佐
々
木 

秀
典



放射線科に新しい装置が導入されました。放射線科に新しい装置が導入されました。放射線科に新しい装置が導入されました。
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今年の１月末に導入した装置は、一般撮影室５番での撮影に用いられるコニカミノルタ
社製ワイヤレスカセッテ型デジタルＸ線撮影装置『Aero DR』です。

私たちスタッフは、専門性を発揮し子どもたちが一日も早く回復し、安心して過ごせるよう
家庭的な雰囲気作りをし、ひとり一人に合った「保育・看護」を心掛けています。

今までより低い線量で撮影しても画質が良く、さらに撮影後、数秒で画像が表示され画
像確認が迅速に行えるようになり、検査時間の短縮にもなりました。今後も放射線科で
は安全・安心を追求し、患者さまに優しい撮影環境を提供できるように努めていきます。

従来の装置と比較した
利点としては

◎高画質
◎低被曝
◎撮影時間の短縮

放射線科主任　野間 大史

乳幼児健康支援デイサービス事業 なかよし園乳幼児健康支援デイサービス事業 なかよし園乳幼児健康支援デイサービス事業 なかよし園
なかよし園をご存知ですか?

当院では、乳幼児健康支援デイサービス事業で
ある、病児・病後児保育を実施しています。
※市内に在住し、保育所に通所中のお子さま
　（小学校低学年児童を含む）が、病気の回復期にあり、
　入院治療の必要はないが、集団保育が困難でかつ、家庭
　での保育が困難な場合にお預かりします。

ご利用方法

ご予約・お問い合わせ ０８９７-３３-１８１８ （内線）７１５０

①事前登録をお願いいたします。

②園をご利用の前に、保護者の方はお子さま
　を医療機関に必ず受診させてください。

③お電話にて利用状況を必ずご確認ください。

④キャンセルの時は、早めにご連絡ください。

緊急の場合は当日、登録用紙を提出することで
ご利用いただけます。

お子さまの状態、年齢、病種、定員数などにより
ご利用いただけない場合がございます。

ご利用規約
●利用料（１日）… 一　　　般　2,700円

非課税世帯　1,800円
生活保護世帯　無料

※当日、利用料を納付してください。
※食事、おやつ保育教材も含まれます。
（食事は、栄養管理科を通しアレルギー食にも対応しています）

●開所時間 … 午前７時30分～午後６時（月～土曜日）
※ただし祝日は除く。

●利用条件 … 新居浜市在住で
0歳～小学校低学年の乳幼児・児童

●定　　員 … ８名 ※定員を超えた場合は入園できません。

▲受付手続きの様子



※都合により内容が変更になる場合があります。

内　　　　容 担　　　当開催日

4（水）4/

11（水）4/

18（水）4/

25（水）4/

ポカポカ陽気になりました。お花見に出かけませんか。きっと新しい発見がありますよ。

内科医師
管理栄養士

理学療法士

お花見に行こう! ～食事はどうしたらいいの?～
視能訓練士
臨床検査技師きれいな景色を見よう。 ～網膜症の検査も忘れずに～
薬剤師
看護師出かける時の注意点 ～これだけは忘れないで～

体を動かそう（実践編） ～自分に合った運動を見つけよう～

糖尿病教室のお知らせ糖尿病教室のお知らせ
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●対外活動委員会 ●

院外医療講演の報告院外医療講演の報告

２月６日（月）、午前10時より、中萩公民館にて、歯科口腔外科 花野響子
先生による院外医療講演を開催しました。対象者は要介護高齢者を
介護する見込みのある家族・近隣支援者で受講者は27名でした。
講演は認知症の症状やケアのポイント、そして口腔ケアの定義や効果
について行われました。また口腔と全身の関連性について、口腔は様
々な疾病等の原因となりうる反面、ケアにより状態が良くなると身体
能力の回復につながるということ、そして食は他職種の連携が必要で
あること等、スライドを駆使したわかりやすく充実した内容でした。
口は食べる・味わう・話す・息をする・表情をつくる・個人を確立す
る等、多くの機能があり、心豊かな人生の維持に口の健康は欠かせ
ないということで受講者の関心も高く、質疑応答も活発に行われ大盛
況のうち終了しました。

２月１３日（月）、午後1３時２０分より、南中学校にて
看護師 石村照代先生による院外医療講演を開催しま

した。
対象者は南中
学校生で受講
者は１８名で
した。
講演は看護師
の仕事につい
ての説明、心
構え、仕事を
していて思う
ことなどを学生
に伝え、看護

師の仕事についての理解を深めるよう働きかけ、生
徒たちも興味深く講演を聴いていました。
現在使用している医療材料を実際に手にとったり、
血圧計で血圧を測るなどの体験もあり、生徒たちから
の質問に石村照代先生は丁寧に答えていました。

２月１７日（金）、午前１0時３０分より、金栄公民館に
て、金栄校区のふれあいの家参加登録者・ボランティア
の方々６０名に対して作業療法科 曽我部有司による院
外講演を開催しました。認知症の簡単な説明のあと、神
経衰弱・両手じゃんけん・伊勢音頭合唱など、笑いな
がらできる内容で「資料を見ながら家でもします。」と
言われる方が多く、充実した講演となりました。

～QOL（クオリティーオブライフ生活の質）向上のために～
職種を結び地域で支え合う口のリハビリ・食支援『認知症と口腔ケア』

『進路指導講座』 『リハレクしましょう』
～ 認知症予防と対策 ～

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

毎週水曜日  午後2：00～日時

場所 外来棟3階  カンファレンスルーム

どなたでもお気軽にご参加ください。お申し込みは不要です。



平成２４年３月３日（土）
第４回フリーマーケット
を開催しました。

平成２４年３月３日（土）
第４回フリーマーケット
を開催しました。

広報誌編集活動委員会■編集

病院敷地内 全面禁煙
トイレや人目につかないところでの喫煙は防
火管理上も大変危険ですので、喫煙はくれぐ
れもご遠慮ください。 皆様のご理解とご協力
を、よろしくお願いいたします。　　  病 院 長

所在地のご案内

交通の
ご案内

新居浜 ICから約20分、いよ西条ICから約20分 
【駐車場完備 272 台収容可能】
瀬戸内バス ……「十全病院前」下車、正面玄関すぐ
J R 予讃線 …… 新居浜（にいはま）駅下車、タクシーで約10 分

《 お  車 》

《 バ  ス 》
《  J R  》

十全看護専門学校

愛媛十全医療学院

愛媛十全医療学院附属病院【内科・整形外科】

医療法人 十全会 十全第二病院【精神科】

●

●

●

●

●

総 合 福 祉 施 設　やすらぎの郷
介護老人福祉施設　ハートランド三恵
介護老人保健施設　リハビリステーション三恵荘
総　合　福　祉　館　コミュニティハウス三恵
福　　 祉　　 館   恵海
障害者支援施設　三恵ホーム
介護老人保健施設　希望の館
通所介護事業所   えぐも
児 童 福 祉 施 設   十全保育園
児 童 福 祉 施 設   中萩保育園

あたたかい心、思いやりの心、私達は心の医療
を推進します。

生活能力の回復と維持を図っています。

理学療法士、作業療法士、言語聴覚士の育成
校是【博く学び、深く思い、厚く思いやる】

あたたかい気持ちとあつい心をもった看護師の
育成を図っています。

社会福祉法人 三恵会
子供から高齢者まで、幅広い世代へのお世話を
行っています。

至 西条
至 多喜浜

至 松山
国道11号線

西ノ端
交差点

県道新居浜野田線

東城
交差点

至 松山

新居浜ICいよ西条IC

至 高松

至 高松

リーガロイヤルホテル

滝の宮公園

新居浜駅

JR予讃線

至 元塚
一
宮
神
社

市役所

警察署

尻
無
川

国
領
川

N

移動図書館 青い鳥号

◎悪天候や特殊な事情により、運行を
　中止することがあります。

来院時間 

お問い合わせは…

新居浜市立別子銅山記念図書館
TEL（0897）32-1911

午後3：10～3：50

来院予定日

4/

楠
中
央
通
り

東
川

十全医療・福祉グループ

十全総合病院

十全第二病院

三恵会

松山自動車道

〒792-8586　愛媛県新居浜市北新町1番5号
TEL（0897）33-1818  ＦＡＸ（0897）37-2124

http://jyuzen.jp/ホームページアドレス

至 松山 至 高松
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環境負荷を抑えた植物油インキと
適切に管理された森林から生産さ
れた紙を使用しています。

ストップ! 温暖化

患者さまの責務

良質で安全な医療を平等にうける権利

病気の診断・治療方針・今後の見込み
について十分な説明をうける権利

他院を含め他の医師の意見（セカンド
オピニオン）を求める権利

自分が受ける医療に参加し自ら決定す
る権利

診療上の個人のプライバシーについて
保護される権利

診療記録の開示を求める権利

医師が説明し同意した治療方針に協
力する義務があります。

自分自身の健康に関する情報はできる
限り正確にお伝えください。

院内の規則を守り、他の患者さまの治
療に支障を来たさないよう協力をお願
いします。

患者さまの権利
私たちは患者さまとのより良い信頼関係を
築くため、「患者さまの権利」を尊重します。
1.

1.

1.

1.

1.

1.

1.

1.

1.

看護師・助産師

募集

院内保育･時差制勤務等あり!
お気軽にご相談ください。
○看護師寮 … ワンルームマンションタイプ
　　　　　　  （UB･冷暖房完備）

○研 修 等 …スキルアップ、認定資格取得、
　　　　　　  学会出張への支援あり

お問い合わせは　TEL0897-33-1818（代）
十全総合病院　看護部 八木・総務課 矢野まで

明
る
く
、楽
し
く

働
き
ま
し
ょ
う
。

4  ・18水 水

多数のご参加をいただきまし
て、誠にありがとうございま
した。次回もお楽しみに!!




